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からだとは・病とは(86) 部活から拡がるドーピング文化 鈴木斉観
せいかん

（斉観堂）

中学3年になった息子の部活（運動部）の保護

者会が年度始めにあり、出席した。苦情を公に言

いたかった。顧問は元々、ｱｽﾘｰﾄであり、指導は

熱心で厳しいが、生徒たちの信頼を集めている。

実際、4・5年前に比べて、部活の成績がかなり伸

びている。ところが昨年初め頃、練習の後にﾌﾟﾛﾃ

ｲﾝかｱﾐﾉ酸の錠剤を飲まされていると、息子から

聞き、愕然とした。以前から肉を食べろとか、牛

乳を飲めとか言われているのは知っていたが、錠

剤まで生徒に与えているとは驚いた。すぐに苦情

を言いたかったが、息子は嫌がった。苦情を言う

事で、息子が何らかの不利益を被る可能性もあり、

なかなか苦情を言えずに来てしまっていた。 

運動後にﾌﾟﾛﾃｲﾝを摂ると筋肉が増強されると

いう話が広まっているようで、競技ｽﾎﾟｰﾂをやっ

ている人の間ではかなり一般的なことなのだろ

う。顧問を外部の有名な人に頼んで、部活を強化

しているある私立中高一貫校ｻｯｶｰ部でも与えら

れていると聞いた。与えられなくても、自分で摂

取することを勧められているという中学ﾊﾞｽｹｯﾄ

部員もいた。それが一般にまで広まっている。特

にｽﾎﾟｰﾂをしているわけでもない幼児に母親が与

えたり、空手をやる小学生に父親が与えたりして

いた。 

ﾌﾟﾛﾃｲﾝは禁止薬物ではないが、通常の食べ物で

ないものを、ｽﾎﾟｰﾂ能力を高めたいがために摂取

するというのは、明らかにﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ思想である。

このﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ思想が当たり前となるﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ文

化が広まっている。健康のためにｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄを摂る

というのも同じことである。 

ﾃﾆｽのｼｬﾗﾎﾟｱ等のﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ問題はｽﾎﾟｰﾂ界だけ

の問題だと思っていたが、実は違っていた。ｱｽﾘｰ

ﾄの活躍が一般にもｽﾎﾟｰﾂを広め、運動不足の現代

人の健康に貢献していると思っていたが、一方で、

ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ文化がｱｽﾘｰﾄから一般に広がっている。

学校の部活でも元ｱｽﾘｰﾄから子供たちにﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ

文化は広げられている。 

そう言えば、中学から大学までテニスをｱｽﾘｰﾄ

としてやってきた患者さんが、朝食としてｶﾛﾘｰﾒ

ｲﾄをよく摂っていたのもうなずけた。部活で中学

生の頃からｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄを摂っていれば、朝食も、違

和感なく、こういったもので済ませられるわけだ。 

精製されたり、化学合成されたりしたｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ

としてのﾌﾟﾛﾃｲﾝ等から栄養素を摂るというのと、

自然物から摂るというのは同じではない。自然物

にあるのは様々なﾌﾟﾛﾃｲﾝである。そして自然物か

ら摂るということは同時に、そのﾌﾟﾛﾃｲﾝと共にそ

こにある他の栄養素を摂ることになる。様々なｻ

ﾌﾟﾘﾒﾝﾄを組み合わせ摂ったとしても微量栄養素

は抜け落ちるし、栄養素のﾊﾞﾗﾝｽも問題である。 

運動後にﾌﾟﾛﾃｲﾝを摂ると筋肉増強効果がある

というようなﾌﾟﾗｽ効果の研究は経済（商売）的な

価値があるから、盛んに行われるが、その悪影響

についての研究は余り行われない。そもそも長期

的な悪影響を調べることは簡単ではない。そうい

う意味で科学的にどうかということは当てにな

らない。 

宇宙や登山等の過酷な環境で一時的にｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ

が活用されるのは有用なことだとは思う。しかし

本来の食は、その生きている環境の中で自然物か

ら栄養素を摂取することである。それに反するこ

とをすれば、必ずしっぺ返しを食らうというのが、

東洋医学的な考え方であり、それが真実だと私は

思っている。 

こうしたﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ文化は放っておけば、給食に

まで広がっていくのではないか。安い給食費で十

分な栄養基準を満たそうとした時に、安いサｻﾌﾟ

ﾘﾒﾝﾄが使われていく。「安全性に問題ないのだ」

と言われて。私の顧問に対する苦情は息子のため

だけではない。（2017年6月夏至） 


